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現実にみられる企業行動、政府・地方自治体が行う経済政策、および、
各国政府や国際機関が行う国際経済政策について、応用ミクロ経済学
の観点から理論的・実証的分析を行っています。これまで取り組んで
きた主な研究テーマを以下に示します。

⚫ 国際合弁事業の経済的効果

⚫ サービス産業における企業の立地選択
  
⚫ 自由貿易協定と国際貿易

⚫ 国際基準の統一化と国際貿易

⚫ 多国籍企業の国内回帰

⚫ アグリツーリズムと失業・移民・環境
  
⚫ 企業の社会的責任（CSR）の経済効果

その他、企業との共同研究も行っています。

⚫ 仙台ターミナルビル株式会社
「キャンパス移転による経済効果とマーケット動向」

企業行動・政策について動向をデータで捉えたうえで、求められるア
クションについて検討いたします。地域・産学官連携や事業化が必要
な場合には、産学連携センター、研究支援部や地域連携部など、大学
内の担当部署に依頼し、実現できるようにいたします。
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